
学生団体「いきものずかん」の軌跡
きせき

と今後 

 

泉山真寛・赤松真治・東垣大祐・北村胡桃・伊藤波輝・大谷直寛・中村こころ・ 

井口菜穂・十都祐真（兵庫県立大学 学生団体 いきものずかん） 

 

はじめに 

「いきものずかん」は、主に子どもへの環境教育を行う兵庫県立大学環境人間学部の学生団体であ

る。児童館や地域の様々なイベントで、自然にまつわる紙芝居やクイズを行っている。また他団体と

も交流し、学生も主体的に環境問題について学んでいる。団体の設立以降は、活動人数も徐々に増加

し、地域と密接に連携しつつ環境教育を行ってきた。しかしながら、新型コロナウイルス感染症

(COVID‑19)が流行すると、活動が大きく制限されたため、密にならない活動が求められた。そこで、海

岸清掃や YouTube への紙芝居の読み聞かせ動画の投稿

を行ったものの、団体に所属する学生の人数は大きく減

少し、現在は団体の維持も難しい状況に陥っている。 

このような問題を受け、社会人として各々の道を歩む

OBや OGと現役生の間で意見交換を行った。今回のポス

ター発表では団体の軌跡やメンバーの声を紹介するこ

と、また外部からの意見を取り入れ、団体の維持・発展

について考えを深める事を目指す。 

 

 

 

 

 

                      写真１ 団体紹介のポスター・絵本・紙芝居 

 

方法 

現状把握並びに今後の方針決定のため、「いきものずかん」に現在所属している大学生と OB・OGと

の間で意見交換を行った。意見交換は、2022年の 12月上旬から 2023年 1月下旬にかけて、月に数回

行った。意見交換には Microsoft Teamsや LINEを用い、全てオンラインで行った。 

 

結果及び考察 

 上記の結果を受けて、「いきものずかん」の活動や魅力を SNS等を通じて積極的に発信し、これから

の活動方針についても更に意見を深めていくことが大切であるという結論に至った。具体的には、過

去に実施したイベントや写真を整理していく中で、「団体のコンセプト」をはじめ、それに伴う「今後

の展望」を確認することができた。今後の展望として、人材の募集をはじめとする団体の維持、そして

更なる発展に向けて、上述したような情報発信を活発化させる予定である。情報発信を行うにあたっ

て、団体のコンセプトや活動紹介にとどまらず、現役生と OB・OGの声をポスターやチラシにまとめる

ことで、人材の募集だけでなく活動の発展を促すように努めていく。なお、完成したポスターを数百

部印刷して、配布する予定である。 
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写真 2 現役生・OBOGの声を反映させて完成したポスター 
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